
A 会場
• 93; 

l 0 月 1 1 日 【分離］ 一- (9 時から）一

J A J ルテニウムの電気泳動と溶媒抽出 (2 0) 

（広大理・近大原研） 山本勇麓•熊丸尚宏 •O鎌田俊彦・秋山正人・原田武夫

JA2 Tetrapheny1ars,oni,u;m Chlor i de (I(よる Ru酸根の抽出（沖 lI 報）

(2 0) 

（阪大工・広大理・近大原研） 品川睦明・山本勇麓 •O原田武夫•古島一敬・

I A 3 焦点クロマトグラフ法の研究 (2 O)Ru (l)挙動 (2 0) 

（阪大工） 0 大吉 昭・大吉1貴美子・品川睦明

I A 4 放射性ルテニウムからロジウムの分離，（ I 5) 

（原研） 0 小林義威

JAS 照射酸化トリウムからウランー2 3 3 (l)アミン抽出 (I 5) 

（原研） 石森富太郎・木村 幹• O小野麗子

JA6  ジユウ酸アンモニウムによる TB P相中ウランの回収 (2 0) 

（原研） 0 吾勝永子

I A 7 核分裂生成物より Zr -Nb および 08 の分離(15)..9,' 

（原研） 0 木村 幹・小野麗子・涯勝永子

安土恵祐

~’~ i, • V,' 

I A8  フエロジアン銅ー陰イオン交換樹脂による 7灼容液中の放射性セジウムの分離 (2 0) 

（放医研） 0 渡利一夫・今井靖子・伊沢正実

I A 9 無磯イオン交換体薄層クロマトグラフィー匹よる放射性 Na-Rb-08 の分離 (15)

（原研・神奈川県エ試） 村上悠紀雄・ 0 牧 康行

IAIO Pa-233 の石英粉末カラムによる分離精製 (I 5) 

（金沢大理） 阪上正信• O阿部正男

- { 1 3 時から）一

IA1 1 酢酸アンモニウムー有機溶媒匹よる 90Sr から90yの陽イオン交換分離 (2 0) 

（名エ試） 0 河島達郎

IA12 無担体希土類元素の定量的分離 (2 0) 

（原研） 0 夏目睛夫・佐藤 忠

1Al3 希士類元素の Gradi en t Elu ti on 匹よる分離 (2 0) 

（京大工研） 西 朋太• O 藤原一郎・宮村 明



1 A 1 4 金属ビスマス中匹生成したポロニウムー 2 I 0 の分離 (2 0) 

（阪大工） 品川睦明・根津弘幸• O 室松昭彦

1 A 1 5 焦点クロマトグラフ法の研究(1 9)23 切pの挙動 (I 5) 

（阪大工） 0 大吉憤美子・大吉 昭・品川睦明

1A16 TTAを含む吸着剤匹よる放射性核種の分離 (2 0) 

（放医研） 0河村正ー・黒滝克己・伊沢正実

l A 1 7 個体置換法匹よる炉水中の F-lB,Ou-64 の分離 (2 0) 

（原研） 本島健次 •O 坂東昭次・照山 忠

1 Al 8 錯生成の固ー液相間分配（共沈殿）匹及ぼす効果 (2 0) 

（京大化研） 重松恒信・田伏正之•松井正和• O宗像 恵

I A i 9 アルキ）レ硫酸ナトリウムの泡匹よる放射能汚染除去(lI)コバルト錯イオンの選択吸

着 (2 0) 

（九大理） 0師井義清•松浦良乎

iA20 E.l lec t rochem i ca J. De p ns iti on 法 ("C ょる極微量ポロニウム分析の検討ー I

(2 0) 

（放医研） 0阿部道子・滝本いづみ・渡辺博信•阿部史朗

』 A 2 1 極低濃度匠おける放射性同位体の溶存状態の研究 (2) バリウムおよびランタンの遠

心分離について (1 5) 

（原研） 0 佐藤 忠・市川富士夫

l 0 月］ 2 日 ［放射活性化分析】 一 (9 時から）一

2 A2 2 中性子放射化分析匹よる硫化亜鉛ならびに亜鉛中の銅の定量 (2 0) 

（立教大原研） 0 戸村健児・樋口英雄

2 A2 3 原子炉利用による競合反応を伴う場合の放射化分析法 (2 0) 

（原子力産研） 0 加藤英正

2 A2 4 即発．tJンマー線測定法匹よるホウ素の分析（アメリ・ンウム・ベ lj 1) ウム中性子源使用）

(2 0) 

（甲南大理） 0 日下 譲・栄川政彦・辻 治雄

2A25 高速中性子匹よるフエロジリコン中の酸素の放射化分析 (2 0) 

（日本電工・金材研） 0 千葉 実•井上博之

2 A 2 6 生体試科中の水銀の放射化分析（71' 2 報） ( 1 5) 

（原子力事業）谷 彰・ 0 長尾博之



2 A 2  7 生物体中の放射性ヨウ素の分析法 (2 0) 

（原研 •RI 研修所） 河波学美・久保興子・ 0村上悠紀雄

2A28 同位体交換法匹よるヨウ素の放射化学分析 (2 0) 

（東教大理・東女医大） 池田長生• O 岩佐瞑子・天野貞代

2 A 2 9 モリプデナイト中のレニウムの放射化分析 (2 0) 

（金沢大理） 木羽敏泰・寺田喜久雄・ 0 大崎 進

2A30  光核反応侭よる希土類元素の放射化と分析への利用 (2 0) 

（東北大理） 岡 好良• O 加藤豊明・永井 厳

2 A 3 1 光核反応によるオー遷移金属元素の放射化 (2 0) 

（東北大理） 岡 好良． 0加藤豊明•野村紘；一

［溶液化学・放射性物質の挙動］ 一 (1 8 時から）一·

2 A 3 2 144 Ce (ill) -DTP A錯体の 8攘変による化学的効果 (2 0) 

（東北大理） 塩川孝信． O大森 魏

2 A 3 3 ,u Ce (ID) -EDT A 錯体の水溶液匠おける 0撼変匹よる化学的効果 (2 0) 

（東北大理） 塩川孝信． 0木戸寛明・大森 魏

2 A 3 4 '“((ill) - EDTA錯体の固相における 8攘変による化学的効果 (2 0) 

（東北大理） 塩川孝信• O 工藤博司・大森 魏

2 A 3 5 希土類キレート化合物匹おける希士類の 8嬢変に伴なう化学的効果の研究 (I)

(l77Yb-177 Lu) _ EDT Aおよび C yPTA 系 (2 0) 

（疇放中研・東大核研•原研高崎） 0 朝野武美•岡田 聰·坂本 浩

谷口節男・小林康司

2 A 3 6 希土類キレート化合物における希士類の釦壊変に伴なう化学的効果の研究(]I)

(171Kr-ｷ171T m) - C yDTA 系 (2 0) 

（疇放中研） 朝野武美•岡田 聰• O谷口節男・釣実夫

2A37  3価ウラニウムイオンに関する研究(]I)イオン交換性について(I 5) 

（東北大金研） 鈴木 進• O 佐藤明子

2A38  テクネチウムのハロゲン錯体 (2 0) 

（京大理） 〇藤永太一郎・小山睦夫・寒竹嘉彦

2 A 3 9 プロトアクチニウムの化学ーN .TTA ーベンゼン抽出法による塩酸中 Pa (N) の

挙動 (2 0) 

（東北大金研） 鈴木 進． 0三辻利一



2A40 アクチニド元素の N ーベンゾイルフエニルヒドロキシルアミン錯塩について (2 0) 

（原研） 上野 藩 •O星三千男

2 A 4 l 水溶液における Om (vl) の挙動 (2 0) 

（原研） 0 吾勝常勲

2 A 4 2 ポロニウムおよびビスマスー 2 l 0 の溶存状態 (2 0) 

（静大理） 0 波多江一八郎。原 清•森紀之

] 0 月 l 3 日 【溶液化学・放射性物質の挙動】

- (9 時から）一

3A43 フエロジアン化亜鉛沈殿匹対する放射性アンチモンの挙動 (2 0) 

（静大放射研） 神原富尚• O柏平伸幸・小笠原暢久

3 A 4 4 放射性鉄の化学的行動（その 5) (2 0) 

（静大放射研） 神原富尚• O 長谷川固彦・鈴木啓子・古橋弘子

3.A45 Determination of Some Thermodynamic Q,uantities for the 

Distribution of Ions Between Organic SollJ.tions of 

Alkylammonium Salts and Aqueous Electrolyte Solutions 

by using Radioisotopes, (15) 

(M. I 。 T •'イクリー原研•原研） QGｷ, Scibona,J,Byrum, K,Kimura, 

J,Irvine 

3A46 溶液中の同位体の算定法の基礎 (2 0) 

（東工大原子炉研） 垣花秀武• O 高橋紀美子

3 A 4 7 極微の反応量測定匹対するラジオアイソトープの利用，水溶液中におけるドデジル硫酸

ナトリウムの非常vcおそい加水分解速度の測定 (2 0) 

（都立大理） 0村松三男•井上満男•佐々木恒孝

3 A 4 8 水ー有機溶媒混合系匹おけるハロゲンのイオン交換 (I) アセトン一硝酸ナトリウム溶

液匹よる分配係数Kd の変化 (1 5) 

（武蔵工大原研） 0 丸山芳明

3 A 4 9 種々の有機溶媒と水浴液との間のラドンの分配 (2 0) 

（東京理大・東大理） 関根達也• O島田文武・損 清彦・山崎 弱

3.A 5 0 キセノン有機溶媒抽出 CIII J (2 o) 

（東大理・立教大原研） 浜口 博． 0小沼直樹・小方 厚・戸村健児



3 A 5 l 液体アンモニア浴液中での微輩放射性核種の挙動 (2 0) 

（名工大） 〇杉下竜一郎

• 3 A5 2 放射性同位体を用いたアマルガム交換反応の研究，オ 2 報，各種溶液中における金

属水銀と他種イオンとの交換反応 (2 0) 

（原研） 0 岡下 宏



B 会場

l 0 月 l l 日 ［反跳化学・メスバウワー。放射線効果・核化学】

- (9 時から）一

I B I よう素酸塩及び関連化合物のホットアトム化学（オ 1 報） ( n, 2n) 反応によつて

生成する 12a I の酸化状態 (2 0) 

（理研） 斉藤信 1号• O 安部文敏

1 B 2 臭化エチルのベンゼン溶液匹おける (n, r) 反応の化学的効果 (2 0) 

（東北大理）塩川孝信•佐藤敏郎・伊沢郡蔵． O 近藤健次郎•佐藤光史

JB3 次リン酸塩のホットアトム化学 (2 0) 

（九大理・京大原子炉） 大橋 茂 •O与座範政・氏本菊次郎・木曾義之

I B4 ピ lJジン一芳香族化合物系における反跳トリチウムの反応 (2 0) 

（原研） 0 岡本次郎

I B5 セレンのホツトアトム化学 (I 5) 

（理研） 0 稲荷田万里子

JB6 イオン交換樹脂系のホツトアトム化学（71' 8 報） Cr (0204)I ー における初期収率

(2 0), 

（立教大原研） 松浦辰男• O 佐々木喬

1B7 イオン交換樹脂系のホツトアトム化学（井 9 報） Co (N02): —,Co (ON): —, 

的（も0ヽ） 88ーイオン形 (2 0) 

（立教大原研・金沢大理） 松浦辰男• O 橋本哲夫

JBB コパルト錯塩のホツトアトム化学（_;}f, 2 0 報） コバルト錯塩のガンマ線分解 (20)

（東大理） 斉藤信房• O 富永 健

1 B 9 ヘキサアンミンコパルト (III) クロム酸塩化おける反跳効果について (2 0) 

（東教大理） 0 池田長生・斉籐健治

1 BJ 0 トリスー 0 ーフエナントロリンルテニウム (n) 塩のホットアトム化学（オ 1 報）

(2 0) 

（立教大理・原研） 奥野久輝・石森達二郎・山寺秀雄・佐々木喬。

- (l 8 時から）一

J B J I フクロツアニン系錯塩における反跳反応模型 (2 0) 

（原研） 0 吉原賢二

〇佐々木研一

ヽ



i BJ 2 28~ U (nth I f)に芯けるfi ss ion yi eld と全反跳運動エネルギーとの関係

(2 0) 

（原研） 0 石森富太郎・星三千男 •H, MJnzel (KFK) 

l Bl 3 中性子照射による有機 1) チウム化合物の反応 (2 0) 

（東大理） 0 森川尚威•斉藤智雄・大橋国雄•島村 膨

I B l 4 簡易 M&88bauer スベクトル測定装置の試作とその酸化鉄ーグレ9 アム塩系への適

用 (2 0) 

（九大理） 0 加茂睦和•高島良正・大橋 茂

I B I 5 メスバウアー効果の化学への応用（オ 4 報）グラファイト，塩化鉄分子化合物匹なけ

るメスパウアー効果 (2 0) 

（東大理•お茶の水大理） 斉藤信房• O 富氷 健・大江洋ー・佐野博敏

〗 B 』 6 核 r線共鳴の化学への応用（オ8 報） ( 2 0) 

（お茶の水女子大理） 佐野博敏• O荒谷美智・大矢とし江

I B I 7 鉄化合物のメスパウアー効果 (2 0) 

（日本原子力事業） 下島 光・兵頭宏道・ 0松島安義

1 B 1 8 縮合リン酸の82 p・交換忙対する放射線効果 (1 5) 

（東大教養） 0 松浦二郎・栗村芳実

> B > 9 Pr.1•1 +P反応の放射化学的研究 (2 0) 

（阪大理） 0 福島昭三・飯沢克幸・久米三四郎

J B 2 O "旺十d反応の解析 (2 0) 

（阪大理・京大理・東北大金研・京大工研） 0 音在清輝・久米三四郎。

小山睦夫・三辻利ー・西朋 太•藤原一郎

J B2 > 核子結合の本質と同位体の安定，攘変性 (2 0) 

（国士館大工） 0 小田切瑞穂

l 0 月］ 2 日 【核分裂・炉化学•その他］

- (9 時から）一

2B.22 U (nth1 f)反応匠おけるSb-126 の核分裂収率 (2 0) 

（原研） 0物井澄子•鈴木敏夫

2 B2 3 ウランー 238 の自発核分裂（そのJ) (2 0) 

（原研） 0 石森富太郎・上野 馨・木村 幹・吾勝永子・小林義威・

吾勝常勲・小野麗子・星三千男。薄羽美枝



2 B2 4 ウランー 238 の自発核分裂（その 2) (20) 

（原研） 石森嘉太郎• O 上野 嘩・木村 幹・吾勝永子・小林義威

吾拐常勲•小野鹿子・星三千男・薄羽美枝

2 B2 5 ウランの核分裂Vておける＇48 Pm の核分裂収率 (2 0) 

（原研） 0 梅沢弘一

2B26 (n,r) 反応匹より製造する精製 RI 中の不純物，カルツウム，コバルト，クロム，

ターゲットの検討 (2 0) 

（原研） 0 高僑智子・山林尚道・中村治人・天野 恕

2 B 2 7 AU-1 98 中のA.U- J 99 V(ついて (2 0) 

（原研） 0 山林尚道・中村治人・天野 恕

2 B 2 8 JRR-3 内の中性子束および中性子エネルギーの分布匠ついて (2 0) 

（原研） 天野 恕 •O 中村治人・囮方英治・山林尚道・久保田益充

高橋智子

2B29 Threshold法匹よる KUR圧送管中の高速中性子束および中性子スベクトル測定

(1 5) 

（京大原子炉） 0 岩田志郎•赤星光彦・西川佐太郎・木曾義之・

田中愛子・笹島和久・脇 朝子•松下録治・小高久男

2 B 3 O Liド 1) フト Ge de t ec t or 匹よる核分裂生成物の r ースペクトルの測定(1 5)

（東芝中研） 0 大井 昇・高橋誠一•杉田 徹•小林哲二

2 B 3 l 核分裂ガス拡散ループ（ I) 装置の慨要 (2 0) 

（東北大•原研） 矢島墾使 •O亀本雄一郎•柴 是行・山岸 滋．

福田 健・高橋良寿・谷藤隆昭

- (l 3 時から）一

2B32 核分裂ガス拡散ループ (II) 照射咸料部の中性子束測定 (2 0) 

（東北大・原研） 矢島聖使・亀本雄一郎・柴 是行・半田宗男・

山岸 滋 •O福田 健・・高橋良寿・谷藤隆昭

2 B 3 3 核分裂ガス拡散ループ (m) 放出された F • p・ガスの r 線スペクトル (2 0) 

（東北大•原研） 矢島聖使・亀本雄一郎・柴 是行・半田宗男・

0 山岸 滋•福田 健・高橋良寿・谷藤隆昭

2B34 核分裂ガス拡散ループ (N) Fission ra t e と F. P ・ガスの放出率との関係

(2 0) 



（東北大•原研） 矢島聖使・亀本雄一郎・〇柴 是行・半田宗男・

山岸 滋•福田 健・高橋良寿・谷藤隆昭

2B35  核分裂ガス拡散ループ (V) 試科温度と F • p・ガスの放出率の関係 (2 0) 

（東北大•原研） 矢島聖使・亀本雄一郎・柴 是行• O半田宗男・

山岸 滋•福田 健・高橋良寿・谷藤隆昭

2 B 3 6 U02 単結晶中の不揮発性核分裂生成物の拡散 (V) (15) 

（東芝中研•原子力事業） 0 大井 昇・高木仁三郎・大和田紀男

2B37 放射性希ガスの固定化の研究(]I)イオン衛撃されたキセノンー 133 の銅中の飛程

(2 0) 

（原研） 0市披純雄・川崎美知子

2B38 F- J B 標識無水フツ化水素の合成法 (2 0) 

（理研） 野崎 正 •O 田中洋子

2B39 F-18標識芳香族化合物の合成 (2 0) 

（理研） 0 野崎 正•田中洋子

2 B 4 O 海洋生物中の Zn- 65 と Zn の濃縮率 (2 0) （中 止）

（原研・東大） 0 亀田和久・加藤 清•岡本利夫•檜山義夫•清水誠

2 B 4 1 無機含水塩結晶の生成および脱水過程匹おけるトリチウムの同位体効果 (2 0) 

（広大理） 禰宜田久男• O乎賀一弘•田中春彦・村上謙一

2 B 4 2 固体表面吸着分子と溶液中分子間の同位体交換 (2 0) 

（九大理） 0+ 時 稔•黒木 徹•松浦良乎

] 0 月］ 8 日 （測定。フォルアウト。その他】

- (9 時から）一

3B43 U-232 の調製と天然0(放射体逐次定羅法の改良 (2 0) 

（金沢大理） 阪上正信• O小村和久

3 B4 4 U2"/U288 匹よる年代測定法の一試案 (2 0) 

（岡山大・温研） 0 梅本春次

3 B 4 5 ウラン・イオニウム法匹よる年代測定 (2 0) 

（原研） 0椀田 宏•野口正安

3 B 4 6 宇宙線のµ中間子で出来る岩石中の A炉6 (2 0) 

（東大原子核研） 田中重男• O坂本 浩・槌本道子



3B47 280Th の定量と 280Th乃84 Th の測定侭ついて (2 0) 

（早大理工研） 0 黒沢龍平

3B48 中共から来たフォールアウトの放射化学的性質 (1 5) 

（気象研） 三宅泰雄・猿橋勝子・杉村行勇•葛城幸雄• O 金沢照子

3B49 Sr-90 と Cs-137 の降下 (l 5) 

（気象研） 三宅泰雄• O葛城幸雄

3B50 固体試料の微弱ガンマ及び X線測定について (2 0) 

（東大物性研理研） 堀江絹子・中川英毅・ 0 本田雅健•島 誠

3B5.i Sheet Sc i n ti lla ti on(![ よるトリチウムの放射能計数,~3 報 Seinｭ

t i 1 1 at o r Sh e e tと Pr i sm の併用匠よる端窓型計数法 (2 0) 

（日本無線医理学研・都立大理） 0村松三男・徳永 昇・小谷野 明

3 B 5 2 r 線照射されたポリリン酸ナトリウムの電子スビン共鳴 (2 0) 

（広大理・京大原子炉・東京電気精機 KK) 三浦政治• O長谷川明紀．

福井常則・東村武信

3B53 速中性子放射化法匠よるアルミニウム中の酸素の定量 (2 0) 

（東芝中研・日軽金総合研） 藤井 勲・武藤治夫•佐藤正志・高田紘ー・

山岡壮太郎

特別講演 - (1 0 月 1 3 日 1 3 時から大学会館講堂で）一

1. 放射線障害の分子的華礎

2. 同位体の化学的分離の諸問題

3. The Development of 

A. C t i Vat ion An al y B i B 

Techniqes and 

Application to Crime 

Detection 

広島大学教授

東京工業大学教授

Univ. of Toronto 

柴谷篤弘

垣花秀武

(Associate Proff.) Dr.R.E.Jervis 

4. 反跳現象と放射化学

東京大学教授 斉藤信房



懇親会 ー(1 0 月 l 3 日J 8時から大学会館ホールで）一

会費約 9 O 0 円多数のご参加をお待ちしております。な土，会費は当日会場受付でいた

だきます。

見学会 一(1 0 月 1 4 日 9 時から 1 7 時まで）一

パスにて広島大学発ー原爆資料館— ABOO 一宮島一宮島駅（山陽

本線） 一 広島駅匹て解散

展示会 一 (l 0 月 1 I 日から l 3 日まで会場匹て）一

放射線測定器および関連理化学機器メーカーからの出品を展示します。


